
DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

Reading & Writing for CommunicationⅠ [1] 必 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Reading & Writing for CommunicationⅡ [1] 必 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Intermediate Reading & Writing for CommunicationⅠ [1] 必 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Intermediate Reading & Writing for CommunicationⅡ [1] 必 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

キャリアプランニングⅠ 1 必 ○ 〇 〇 ◎ 〇

キャリアプランニングⅡ 1 必 ○ 〇 〇 ◎ 〇

Global CommunicationⅠ [2] 必 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Global CommunicationⅡ [2] 必 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

基礎英語 2 選 ○ ◎ 〇 〇

英文法 2 選 ○ 〇

英語音声学 2 選 ○ 〇

Intermediate Global CommunicationⅠ [2] 必 ○ 英教必 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Intermediate Global CommunicationⅡ [2] 必 ○ 英教必 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Advanced Global CommunicationⅠ [1] 必 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Advanced Global CommunicationⅡ [1] 必 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

TOEIC A 2 選 ○ ◎ 〇

TOEIC B 2 選 ○ ◎ 〇

Intermediate TOEIC A 2 選 ○ ◎ 〇

Intermediate TOEIC B 2 選 ○ ◎ 〇

Advanced TOEIC A 2 選 ○ ◎ 〇

Advanced TOEIC B 2 選 ○ ◎ 〇

英語自律学習法 1 必 ○ 〇 〇 〇

English Presentation [1] 選 ○ 〇 ◎ 〇

Advanced Reading & Writing for CommunicationⅠ 2 選 ○ 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇

Advanced Reading & Writing for CommunicationⅡ 2 選 ○ 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇

English for EducationⅠ 2 選 ○ 英教必 ◎ 〇 〇 〇

English for EducationⅡ 2 選 ○ 英教必 ◎ 〇 〇 〇

English for BusinessⅠ 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇

English for BusinessⅡ 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇

English for HospitalityⅠ 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇

English for HospitalityⅡ 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇

ゼミナールⅠ 2 必 ○ ① ※①②の 〇 ◎ ◎ 〇 〇

隔週、※留学制度利

用者は選

※留学制度利用

者は選

時間割外、集中

専門

英語

科目

①

①～④の

いずれか

一つの組

み合わせ

を4単位選

択必修
※留学制

度利用者

は選

②

③

④

共通

認定

科目

英教必

英教必

※留学制度利用者

は選

隔週、※留学制度利

用者は選

基礎

英語

科目

週2回開講

週2回開講

週2回開講

週2回開講 ※留学

制度利用者は選

※留学制度利用

者は選

グローバル社会の中で異

なる価値観の人間と共生

するために、協同して物

事に取り組むことができ

る。

1 2 3 4

現代社会の諸問題に対し

て、グローバルな視点か

ら論理的に物事を考える

ことができる。

自分の意見を発信する

ために、必要な情 報を収

集・分析し、それらをまと

めて適切に表現すること

ができる。

自ら問いを立てて批判

的思考力を養い、深い

探求心をもって専門的な

学びを深

め、それらを自分の言葉

で説明することができ

る。

グローバル社会の一員と

して生きるため  に，必要

な深い教養や国際感覚、

専門的知識を基に自己

の将来のキャリアを主体

的に設計することができ

る。

グローバル社会で活躍

するために、多様な文

化・社会・歴史を尊重し、

異文化理解を 深めること

ができる。

免許・資格

必選別

他学

科
備      考

実践的で高い英語コミュ

ニケーション能力および

現代社会で必要とされる

幅広い専 門知識とスキ

ル（英語教育、ＩＴ関連、

ビジネス、観光・航空な

ど）を身につけ、それぞ

れの進路でそれらを実践

的に活かすことができ

る。

英語圏の文化・社会・歴

史に関する知識を深める

ことで、グローバル社会

で活躍するために必要な

深い教養や国際感覚を

身につけ、異なる価値観

の人間と共生できる能力

を身につけている。

令和7年度 英語コミュニケーション学科 専門科目カリキュラムチェックリスト

【Ⅰ知識・技能】 【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 【Ⅲ 主体性・多様性・協同性】

主
要
授
業
科
目

区  分 授         業        科        目
単位

数

必選

別

標       準       開       設       年       次



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ゼミナールⅡ 2 必 ○ ② 〇 ◎ ◎ 〇 〇

ゼミナールⅢ 2 必 ○ 〇 ◎ ◎ 〇 〇

ゼミナールⅣ 2 必 ○ 〇 ◎ ◎ 〇 〇

卒業研究・論文 6 選 〇 ◎ ◎ 〇

Academic Presentation & Discussion 1 必 ○ ◎ ◎ 〇 〇

Global Study Program A 4 選 ① 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇

Global Study Program B 4 選 ② 〇 〇 〇 ◎ ◎

Global Study Program C 4 選 ③ 〇 〇 〇 ◎ ◎

Global Study Program D 14 選 ④ 〇 〇 〇 ◎ ◎

Global Study Program E 14 選 ⑤ 〇 〇 〇 ◎ ◎

Global Study Program F 30 選 ⑥ 〇 〇 〇 ◎ ◎

Global Study Program G 1 選 ⑦ 〇 〇 〇 ◎ ◎

Global Study Program H 2 選 ⑧ 〇 〇 〇 ◎ ◎

Global Study Program I 2 選 ⑨ 〇 〇 〇 ◎ ◎

Global Study Program J 4 選 ⑩ 〇 〇 〇 ◎ ◎

Global Study Program K 4 選 ➃ ○ ○ ○ ◎ ◎

自主講座 1 選 ◎ ○ ○ 〇

英語学・英語史概論Ⅰ 2 選 ○ 英教必 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

英語学・英語史概論Ⅱ 2 選 ○ 英教必 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

英語文学・文化概論Ⅰ 2 選 ○ 英教必 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

英語文学・文化概論Ⅱ 2 選 ○ 英教必 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

言語・コミュニケーション概論Ⅰ 2 選 ○ 英教必 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

言語・コミュニケーション概論Ⅱ 2 選 ○ 英教必 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

英語教育学概論Ⅰ 2 選 ○ 英教必 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

英語教育学概論Ⅱ 2 選 ○ 英教必 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

情報学概論Ⅰ 2 選 ○ ● ◎ 〇 〇 〇

情報学概論Ⅱ 2 選 ○ ● ◎ 〇 〇 〇

観光学概論Ⅰ 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇

観光学概論Ⅱ 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇

英語学・英語史特講 A 2 選 ○ ① ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

英語学・英語史特講 B 2 選 ○ ② ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

英語文学・文化特講 A 2 選 ○ ③ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

英語文学・文化特講 B 2 選 ○ ④ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

英語教育学特講 A 2 選 ○ ⑤ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

主
要
授
業
科
目

専

門

応

用

科

目

（文

学

・

文

化

①～⑧か

ら8単位を

選択必修
※

留学制

度利用者

は4単位

を選択必

修

専

門

教

育

科

目

総合

研究

科目

留学制度

利用者は

選

途中でゼミ

ナールの

担当者を

変更するこ

とは原則で

きません。

◎ CAP対象外

時間割外、集中

◎

専門

基礎

科目

①

◎

実習

・

研修

科目

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

グローバル社会の一員

として生きるため  に，必

要な深い教養や国際感

覚、専門的知識を基に

自己の将来のキャリアを

主体的に設計することが

できる。

グローバル社会で活躍

するために、多様な文

化・社会・歴史を尊重し、

異文化理解を 深めるこ

とができる。

グローバル社会の中で

異なる価値観の人間と共

生するために、協同して

物事に取り組むことがで

きる。

①～⑥の

組み合わ

せから8単

位を選択

必修

①②③⑤

⑥のみ
※

留学制度

利用者は

選

留学制度

を利用し

「Global

Study

Program

D」を履修

する場合

①～⑥の

組み合わ

せから4単

位を選択

必修

②

CAP対象

外

同一プロ

グラムに

二度参加

した場

合、二度

目の単位

は認めら

れませ

ん。

①～➃か

ら1科目を

選択必修

④

⑤

⑥

③

2 3 4

【Ⅰ知識・技能】

◎

【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 【Ⅲ 主体性・多様性・協同性】

区  分 授         業        科        目
単位

数

必選

別

標       準       開       設       年       次

免許・資格

必選別

他学

科
備      考

実践的で高い英語コミュ

ニケーション能力および

現代社会で必要とされる

幅広い専 門知識とスキ

ル（英語教育、ＩＴ関連、

ビジネス、観光・航空な

ど）を身につけ、それぞ

れの進路でそれらを実

践的に活かすことができ

る。

英語圏の文化・社会・歴

史に関する知識を深め

ることで、グローバル社

会で活躍するために必

要な深い教養や国際感

覚を身につけ、異なる価

値観の人間と共生でき

る能力を身につけてい

る。

現代社会の諸問題に対

して、グローバルな視点

から論理的に物事を考え

ることができる。

自分の意見を発信する

ために、必要な情 報を

収集・分析し、それらを

まとめて適切に表現する

ことができる。

自ら問いを立てて批判

的思考力を養い、深い

探求心をもって専門的

な学びを深

め、それらを自分の言

葉で説明することができ

る。

1



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英語教育学特講 B 2 選 ○ ⑥ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

言語・コミュニケーション特講 A 2 選 ○ ⑦ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

言語・コミュニケーション特講 B 2 選 ○ ⑧ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

英語科指導法 A 2 選 ○ 高英教必 ◎ 〇 〇 〇

英語科指導法 B 2 選 ○ 高英教必 ◎ 〇 〇 〇

英語教育方法論 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇

英語科教材論 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇

英語科評価論 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇

Webデザイン・プログラミングⅠ 2 選 ○ ● ◎ 〇 〇 〇 〇

Webデザイン・プログラミングⅡ 2 選 ○ ● ◎ 〇 〇 〇 〇

Webシステム 2 選 ○ ● ◎ 〇 〇 〇 〇

ビジネス基礎Ⅰ 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇

ビジネス基礎Ⅱ 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇

ビジネス応用Ⅰ 2 選 ○ ◎ 〇 〇

ビジネス応用Ⅱ 2 選 ○ ◎ 〇 〇

国際秘書実務Ⅰ 2 選 ○ ◎ 〇 〇

国際秘書実務Ⅱ 2 選 ○ ◎ 〇 〇

フライトサービス 2 選 ○ ●

ANA総研

による授

業
◎ 〇 〇 〇

エアラインビジネス 2 選 ○ ●

ANA総研

による授

業
◎ 〇 〇 〇

ホスピタリティ 2 選 ○ ●

ANA総研

による授

業
◎ 〇 〇 〇

国内旅行実務 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇

海外旅行実務 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇

国内観光資源 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇

海外観光資源 2 選 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇

通訳ガイド英語Ⅰ 2 選 ○ ◎ 〇 〇

通訳ガイド英語Ⅱ 2 選 ○ ◎ 〇 〇

主
要
授
業
科
目

・言

語

）

（ 専

英

門

語

応

教

用

育

科

） 目

専

門

応

用

科

目

（ビ

ジ

ネ

ス

・ I

T

）

専

門

応

用

科

目

（ツ

ー

リ

ズ

ム

）

グローバル社会の一員

として生きるため  に，必

要な深い教養や国際感

覚、専門的知識を基に

自己の将来のキャリアを

主体的に設計することが

できる。

グローバル社会で活躍

するために、多様な文

化・社会・歴史を尊重し、

異文化理解を 深めるこ

とができる。

グローバル社会の中で

異なる価値観の人間と共

生するために、協同して

物事に取り組むことがで

きる。

1 2 3 4

【Ⅰ知識・技能】 【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 【Ⅲ 主体性・多様性・協同性】

区  分 授         業        科        目
単位

数

必選

別

標       準       開       設       年       次

免許・資格

必選別

他学

科
備      考

実践的で高い英語コミュ

ニケーション能力および

現代社会で必要とされる

幅広い専 門知識とスキ

ル（英語教育、ＩＴ関連、

ビジネス、観光・航空な

ど）を身につけ、それぞ

れの進路でそれらを実践

的に活かすことができ

る。

英語圏の文化・社会・歴

史に関する知識を深め

ることで、グローバル社

会で活躍するために必

要な深い教養や国際感

覚を身につけ、異なる価

値観の人間と共生でき

る能力を身につけてい

る。

現代社会の諸問題に対

して、グローバルな視点

から論理的に物事を考え

ることができる。

自分の意見を発信する

ために、必要な情 報を

収集・分析し、それらを

まとめて適切に表現する

ことができる。

自ら問いを立てて批判

的思考力を養い、深い

探求心をもって専門的

な学びを深

め、それらを自分の言

葉で説明することができ

る。


